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(様式４) 

公共事業再評価調書 

番  号 脱 G-２ 事業担当局課 
脱炭素・ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ推進局 

上瀬谷整備推進課 

事 業 名 
都市計画道路瀬谷地内線（二ツ橋中部地区）道路整備事

業 
採択年度 令和 3年度 

施工場所 瀬谷区瀬谷一丁目～瀬谷区二ツ橋町 経過年数 4 年 

目的及び 

事業概要 

【目的】 

瀬谷地内線（二ツ橋中部地区）は、瀬谷区瀬谷一丁目を起点に、相模鉄道と交差し、

瀬谷区二ツ橋町までを繋ぐ路線で、交通の円滑化や歩行者等の安全確保を目的とし

て都市計画決定されている道路です。 

当路線の計画地は、相模鉄道で南北に分断されており、現状は自動車や歩行者等が

狭い道路や踏切を渡って南北を移動しています。また、瀬谷区北部において南北を縦

断する主路線の環状４号線は、交通量が約 1 万５千台/日と多いため、日常的な渋滞

が発生しています。 

さらに、当路線に近接する旧上瀬谷通信施設においては、郊外部の新たな活性化拠

点の形成を目指し、観光・賑わい地区や物流地区の事業予定者との計画協議を進めて

おり、新たな土地利用により周辺道路における交通量の増加が想定されます。 

日常的な円滑性の確保を図るとともに旧上瀬谷通信施設地区へのアクセス交通に

対応するため、瀬谷地内線を整備することによる自動車交通の分散を行います。 

 

【事業概要】 

新規整備 

延長約 340m、幅員 15～22m（車道２車線、両側歩道） 

 当 初(事業採択時) 変 更(令和７年度) 

事業期間 令和３年度から令和 10 年度 令和３年度から令和 11 年度 

計画交通量 
8,000（台/日） 

道路種別：第 4種 2 級 

9,600（台/日） 

道路種別：第 4種 2 級 

事
業
費 

合  計 53 億円 83.1 億円 

 測量設計費 2.0 億円 2.4 億円 

用地補償費 18.0 億円 21.5 億円 

工事費 33.0 億円 59.2 億円 

国 費 29 億円 45.7 億円 

市 費 24 億円 37.4 億円 
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変更内容 

【計画交通量の変更】 

ベース OD の変更等により交通量が事前評価時から変更しています。 

事前評価時点 ： 計画交通量 8,000(台/日、４種２級) ※R12 推計 

再評価時点 ： 計画交通量 9,600(台/日、４種２級) ※R22 推計 

【事業区間の延長】 

相模鉄道アンダーパス区間として一体的に工事を行うため、工事区間を延

長しました。 

【事業期間の延伸】 

相模鉄道擁壁区間の用地取得に時間を要したことから、令和 11 年度まで

事業期間を延伸します。 

【事業費の増額】 

項目 変更理由 金額 

地盤改良等の追加 地質調査の結果、想定より地下

水が高く、掘削時の盤ぶくれ対

策、地耐力不足のため、地盤改

良が必要となり増額 

約 6.8 億円 

事業区間の延長 相模鉄道アンダーパス区間と

して一体的に工事を行うため、

工事区間を延長したことに伴

う増額（約 60ｍ） 

約 8.3 億円 

用地補償費の増額 土地価格の上昇に伴う用地費の

増額 

建設資材及び労務費等の高騰

に伴う物件移転補償費の増額 

約 3.5 億円 

擁壁工法の変更 鉄道等に近接することにより、

一般的な土留めでは、引抜時に

地盤への影響を与えるため、協

議により仮設を必要としない

自立式擁壁に変更したことに

よる増額 

約 3.2 億円 

労務費等の高騰 資材価格や労務費の高騰による

増額 
約 6.6 億円 

週休２日制度の実

施 

週休２日制度の取組割増５％

による増額 
約 1.7 億円 

                     合計 30.1 億円 
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上位計画等 

横浜市中期計画（2022-2025） 

2040 年頃の「横浜市のありたい姿」に向けた 10 年程度の戦略と、４年間

に重点的に取り組む政策を掲載 

 

戦略５『新たな価値を創造し続ける郊外部のまちづくり』 

・政策 26-５ 郊外部における新たな活性化拠点の形成 

・政策 28-４ 多様な移動ニーズに応じた自転車利用環境の整備 

 

戦略９『市民生活と経済活動を支える都市づくり』 

・政策 36-2 都市計画道路の整備 

 

関連事業 

本事業範囲に近接して施行されている「二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿

道地区区画整理事業第１期地区（R8 年度供用開始）」と一体的に事業を

進めています。また、二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区土地区画

整理事業（第２期地区）では、地域説明会を行うなど、事業化に向けて進

めています。 

事 業 の 

必 要 性 

事業を巡る 

社会経済情

勢等の変化 

2024 年度から建設業における時間外労働の上限規制が適用されるととも

に、事業採択時と比べ資材価格や労務費が上昇しています。 

事業の 

投資効果 

・ 

事業効果等 

(費用便益分析等)

＜費用便益分析＞ 

国土交通省の「費用便益分析マニュアル」（令和７年２月）に基づき、B/C

を再算出しています。 

 事業全体 残事業 

割引率 4％（2％） 

総便益（B） 91 億円（138 億円） 91 億円（138 億円） 

総費用（C） 75 億円（71 億円） 46 億円（46 億円） 

費用便益比 

（B/C） 
1.2（2.0） 2.0（3.0） 

 感度分析 

[交通量-10％] 
1.1（1.8） 1.8（2.7） 

 感度分析 

[事業費+10％] 
1.1（1.8） 1.8（2.7） 

 感度分析 

[事業期間+20％] 
1.1（1.8） 1.8（2.8） 

※隣接する「二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区土地区画整理事業

（第２期以降地区）では、引き続き事業化の予定であり、便益を見込んでい

ます。 
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＜定性的効果＞ 

〇慢性的な混雑の緩和 

当路線の起点となる既存の交差点は、主要渋滞箇所に指定されており、日

常的に混雑が見られるため、当路線を整備することにより、渋滞の緩和が期

待されます。 

  

〇南北を繋ぐ交通ネットワークの構築 

環状４号線を補完する道路として瀬谷区の南北を繋ぐ交通ネットワークを構

築することで、環状４号線の交通の分散が図られます。 

  

〇相模鉄道による街の分断の解消 

当地区は相模鉄道により南北に分断されていますが、事業中の二ツ橋北部

三ツ境下草柳線等沿道地区第１期地区土地区画整理事業と併せて当路線

を整備することにより、南北を繋ぐ道路が構築され、街の一体化、歩行者の

安全性の確保が期待されます。 

 

〔その他特記事項〕 

特になし 

 

 

 

事 業 の  

進捗状況 

事業進ちょく率％ 
工事 

令和６年度から工事に着手しています。 

用地取得 

取得率は、令和６年度末時点で 91％であり、令和７年度も引

き続き用地取得を進めます。 

25％ 

用地取得率％ 

91％ 

供用等の状況 

未供用 

事業の課題  

及び 

進捗見込み 

相模鉄道工事区間は、終電から始発までの（き電停止時間 2.5 時間）夜間工事のた

め、時間を要しますが、引き続き鉄道事業者と連携して、計画的に工事を進めます。 

そ の 他  

（コスト縮減項目等）

【コスト縮減】 

トンネル区間等の建設発生土について、隣接する事業である「旧上瀬谷通信施設地区

土地区画整理事業」との工事間流用を行い、運搬費及び残土処理費のコスト縮減を図り

ます。 
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【環境への配慮】 

(1) 夜間工事による周辺の皆様への影響を考慮し、防音シートを設置するなどの対策を

行っています。 

(2) 登校児童に配慮し、午前 8 時～9 時の間は、学校近隣の通行を避けます。

(3) 再生材の使用や LED 照明などグリーン購入の実施を行います。

(4) プレキャストコンクリートの一部で、低炭素コンクリートを使用します。

【地域まちづくり等への貢献】 

(1) 安全な歩行者空間確保のため、歩道の拡充により近隣の小学校の通学路として期

待されています。（歩道幅員 2.0ｍ） 

(2) 自転車道を整備し歩道と分離することで安全性が向上します。

(3) 自動車、自転車、歩行者ともに踏切利用者の減により、交通渋滞の緩和、事故のリス

クの減少が見込まれます。

その他 ― 

添付資料 

・別紙１ 案内図

・別紙２ 位置図

・別紙３ 現況写真

・別紙４ 事業進捗状況

・別紙５ 相模鉄道アンダーパス部周辺構造

対応方針 

継 

続 

計画通り(上記計画を実施)※１ 

一部見直し(上記計画を変更)※２ 

【見直し内容】 

中  止 

対応方針

とした理由 

地盤改良等の追加、事業区間の延長、物価上昇等により事業費の増加が生じてい

ますが、費用対効果は確保されています。 

また、用地の取得も概ね順調に進捗し、用地の取得したところから工事を進めて

いきます。 

本路線は、環状４号線を補完する道路として瀬谷区の南北を繋ぐ交通ネットワ

ークを構築することで、環状４号線の交通の分散が図られます。 

また、相模鉄道を立体交差で整備することにより混雑の緩和に寄与するととも

に、街の一体化、歩行者の安全性の確保が期待されることからも事業を継続する必

要があると判断します。 

※１：既に見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。前の再評価で｢継続(一部見直し）」の事業

についても、その見直し内容が確定している場合は、こちらを選択してください。

※２：今後、見直しを行うことが確定している事業は、こちらを選択し、見直し内容を記載してください。



【案内図】

都市計画道路瀬谷地内線
（二ツ橋中部地区）

環
状
４
号
線

旧上瀬谷通
信施設

別紙１



瀬谷地内線標準断面

【位置図】 別紙２



【現地写真】 別紙３

②

②地点から二つ上橋交差点方向

③地点から踏切方向

③

①地点から県道瀬谷柏尾

①



（単位：百万円）

合計 用地・補償 工事・委託 合計 用地・補償 工事・委託 合計 用地・補償 工事・委託 取得面積（m2） 累計面積（m2） 用地取得率

R3 16 0 16 16 0 16 0% 0% 0% 0 0 0

R4 511 433 77 527 433 93 6% 20% 2% 964 964 20%

R5 796 671 125 1,323 1,104 219 16% 51% 4% 2,431 3,395 71%

R6 1,274 854 420 2,596 1,958 638 31% 91% 10% 987 4,382 91%

2,596 1,958 638 4,382

用地取得事業進捗率累計事業費単年度事業費
年度
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【事業進捗率】 別紙４



【相模鉄道アンダーパス部周辺構造】 別紙５

A断面 B断面

A断面 B断面

U型擁壁区間 U型擁壁区間

プレキャスト
擁壁区間

プレキャスト
擁壁区間

ボックスカル
バート区間

竣工時 施工時

仮橋で線路受けた後、掘削し、
躯体の工事を行います。




